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2024 年 11 月８日 

各 位 

会 社 名 東京汽船株式会社 

 代表者名 代 表 取 締 役 社 長 齊藤 宏之 

（コード番号：9193 東証スタンダード市場） 

問合せ先 常務取締役経理部長 佐藤 晃司 

（TEL 045-671-7713） 

2025 年３月期 業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 当社は、2024 年５月 15 日に公表しました業績予想を下記の通り修正いたしましたの

で、お知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正について 

（１）連結業績 

2025 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日）  

  

売上高 

 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主

に帰属する

中間純利益 

１株当たり

中間純利益 

前回発表予想（A）
百万円 

6,017 

百万円 

△132 

百万円 

△21 

百万円 

174 

円 銭 

17.58 

今回修正予想（B） 5,976 △134 △28 223 22.44 

増 減 額 （ B－ A） △41 △2 △7 48 － 

増 減 率 （ % ） △0.7% － － 27.7% － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年３月期第２四半期） 
6,356 267 432 193 19.49 

 

2025 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

  

売上高 

 

 

営業利益 

 

経常利益 

親会社株主

に帰属する

当期純利益 

１株当たり

当期純利益 

前回発表予想（A）
百万円 

12,277 

百万円 

△98 

百万円 

114 

百万円 

383 

円 銭 

38.58 

今回修正予想（B） 12,240 △179 △5 2,263 227.46 

増 減 額 （ B－ A） △36 △80 △120 1,879 － 

増 減 率 （ % ） △0.3% － － 489.8% － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年３月期） 
12,515 368 684 572 57.57 
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（２）個別業績 

2025 年３月期第２四半期（中間期）個別業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日） 

  

売上高 

 

 

経常利益 

 

中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A）
百万円 

4,102 

百万円 

284 

百万円 

497 

円 銭 

49.99 

今回修正予想（B） 3,886 258 508 51.07 

増 減 額 （ B－ A） △216 △25 10 － 

増 減 率 （ % ） △5.3% △8.8% 2.2% － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年３月期第２四半期） 
4,234 274 184 18.55 

 

2025 年３月期通期個別業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

  

売上高 

 

 

経常利益 

 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A）
百万円 

8,314 

百万円 

369 

百万円 

500 

円 銭 

50.36 

今回修正予想（B） 8,107 298 2,545 255.84 

増 減 額 （ B－ A） △206 △71 2,044 － 

増 減 率 （ % ） △2.5% △19.3% 408.1% － 

（ご参考）前期実績 

（2024 年３月期） 
8,330 468 472 47.52 

 

２．修正の理由（連結） 

2025 年３月期中間連結会計期間の業績予想につきましては、曳船事業において作業対象

船舶のうち大型タンカーや LNG 船の入港数の低迷が響き、さらにエスコート対象外の中小

型コンテナ船の入港数が増加したことなどを主因として、売上高は当初見込みより減少い

たしました。 

この結果、経常利益が当初予想より下回る見込みとなり下方修正いたします。 

 

一方、通期の連結業績予想につきましては、2025 年３月期第３四半期連結会計期間にお

いて、特別利益として関係会社株式売却益と投資有価証券売却益を計上する見込みであり、

2025 年３月期の通期連結業績予想に織り込み、親会社株主に帰属する当期純利益は当初予

想より大幅に増加する見込みとなり、2024 年５月 15 日に公表した業績予想数値を上方修正

いたします。 

また、個別業績予想につきましても、同様の理由により修正いたします。 
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３．配当予想について 

当社の株主への利益還元方針としては、当社の配当財源として重視しております個別業

績に応じかつ継続可能な配当を、年１回、株主総会決議により実施していくことを基本方針

としております。 

 内部留保金につきましては、金利変動に耐えうるような財務体質の強化、長期に亘る競争

力を強化するための最新鋭曳船の開発・建造、成長分野への新規事業投資ならびに子会社関

連の資金需要等に充当したいと考えております。 

前述のとおり、親会社株主に帰属する当期純利益（連結）及び当期純利益（個別）の予想

値を引き上げましたが、本件で得た資金については成長戦略における大型投資の原資とし

て活用するとともに、特別配当金として１株当たり 30 円とし、普通配当金 20 円を含め期

末配当金を１株当たり 50 円に修正いたします。 

 

 １株当たり配当金 

第２四半期末 期 末 合 計 

前 回 予 想 
円 銭 

－ 

円 銭 

20.00 

円 銭 

20.00 

 

今 回 予 想 

－ 50.00 

(普通配当 20.00) 

(特別配当 30.00) 

50.00 

(普通配当 20.00) 

(特別配当 30.00) 

当 期 実 績 －   

前 期 実 績 

（2024 年３月期） 
－ 20.00 20.00 

 

（注）上記の業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づ

き作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があ

ります。 

 

以上 


